

















松尾芭蕉が元禄二年 （一六八九） に 『おくのほそ道』 の旅に出た際、




















































































































































































法の言い方で「一刻」の長さについて、現在用いられている定時法では、いつでもその時間の長さ・時間の量に変化はない。夏でも冬でも、昼間でも夜でも一 は同じ一 長さ ある。そ に対して不定時法は夏と冬、昼と夜とでは、それぞれの時間の長さ・間の量に違いがある。その理由は太陽の運行に基づき、それぞれ夜の長さ、昼の長さから一刻の長さを決定し いたためである。つまり昼 一刻は、夏と冬とでは夏 が長く、冬 方が短 。逆に夜の一刻は夏の方が短く、 の方が長 ことになる。　
現在の定時法では一日を二十四等分している。不定時法では一日
を十二分割しているが等分ではない。右に述べたように 昼間の 「一刻」は昼間の時間を元に六 した のであり、 の「 刻」 夜の時間を六等分したものだからである。　
さらに昼と言い、夜と言った場合も、現在とは定義が異なってい
た。現在 考え方では昼間は日 出 日没まで、夜は日没から日の出までとなるが、不定時法 考え方では昼間は明六ツ 暮六ツ
まで、夜は暮六ツから明六ツまでとされていた。一般的に明六ツは日の出、暮六ツは日没と理解されるこ が多いが、実際の不定時法では明六ツは日の出の二刻半（三十六分）前、暮六ツは日没 二刻半（三十六分）後とされていた点にも注意しなければならない。　
なお時刻の呼び方であるが、現在の概ね夜中の零時前後を九ツと
して、一刻 定時法的に言うと二時間）ごとに数を減じて 八ツ、七ツとなり、四ツまで数えて 現在の概ね昼の十二時前後を再び九ツとして同様に減じて行く 方をする。夜中の零時から昼の十二時までを六分割、昼の十二時から夜中の零時までを六分割し、一日を十二分割することになる。なぜ九から始まり減ってゆくのかについては諸説あるが、明確 は分っていないようである。　
またこれとは別に、同様に一日を十二分割する方法として十二支
を当てはめる十二時辰法 ある。この場合、夜中の零時を子 中刻とする場合が多い。この時刻表記法は定時法として考 られることもあるが、実際には江戸 代には不定時法として用いられ、子 中刻が夜九ツと考えられて たよう あ 。　
以下本稿では、数字による時刻表示方法による一単位時間を「一











日の出 6：00 4：23 6：44
日没 18：00 19：02 16：34
昼間 13：12 15：51 11：02
夜 10：48 8：09 12：58
昼の一刻 2：12 2：38 1：50
夜の一刻 1：48 1：21 2：09
子
夜四ツ半 23：00 23：06 23：01 22：34
















下刻 0：20 ～ 1：00 0：18 ～ 0：54 23：56 ～ 0：23 0：00 ～ 0：43
夜九ツ半 1：00 0：54 0：23 0：43
丑
















下刻 2：20 ～ 3：00 2：06 ～ 2：42 1：17 ～ 1：44 2：10 ～ 2：53
夜八ツ半 3：00 2：42 1：44 2：53
寅
















下刻 4：20 ～ 5：00 3：54 ～ 4：30 2：39 ～ 3：06 4：19 ～ 5：03
暁七ツ半 5：00 4：30 3：06 5：03
卯
















下刻 6：20 ～ 7：00 5：50 ～ 6：30 4：26 ～ 5：06 6：23 ～ 7：03
明六ツ半 7：00 6：30 5：06 7：03
辰
















下刻 8：20 ～ 9：00 7：58 ～ 8：42 6：51 ～ 7：44 8：16 ～ 8：53
朝五ツ半 9：00 8：42 7：44 8：53
巳
















下刻 10：20 ～ 11：00 10：10 ～ 10：54 9：30 ～ 10：23 10：07 ～ 10：43
朝四ツ半 11：00 10：54 10：23 10：43
刻
















下刻 12：20 ～ 13：00 12：22 ～ 13：06 12：08 ～ 13：01 11：57 ～ 12：34









日の出 6：00 4：23 6：44
日没 18：00 19：02 16：34
昼間 13：12 15：51 11：02
夜 10：48 8：09 12：58
昼の一刻 2：12 2：38 1：50
夜の一刻 1：48 1：21 2：09
未
昼九ツ半 13：00 13：06 13：01 12：34
















下刻 14：20 ～ 15：00 14：34 ～ 15：18 14：47 ～ 15：40 13：47 ～ 14：24
昼八ツ半 15：00 15：18 15：40 14：24
申
















下刻 16：20 ～ 17：00 16：46 ～ 17：30 17：25 ～ 18：18 15：38 ～ 16：14
夕七ツ半 17：00 17：30 18：18 16：14
酉
















下刻 18：20 ～ 19：00 18：50 ～ 19：30 19：38 ～ 20：18 17：34 ～ 18：14
暮六ツ半 19：00 19：30 20：18 18：14
戌
















下刻 20：20 ～ 21：00 20：42 ～ 21：18 21：13 ～ 21：40 19：41 ～ 20：24
宵五ツ半 21：00 21：18 21：40 20：24
亥
















下刻 22：20 ～ 23：00 22：30 ～ 23：06 22：34 ～ 23：01 21：50 ～ 22：34




したもの、つまり一刻を等しく二時間としたものである。これは単に定時法を不定時法の呼び方に ただけであり、不定時法の実態とは異なる。但しこのようにして不定時法を現行の時刻表記 表わす方法 しばしば行なわれており、誤解を生む原因にもなっているようである。　
表２上段の欄②のように一種の理想状態の春分或いは秋分とし









十時間四十八分を六等分すると、夜の一刻は一時間四 八 にる。暮六ツの一 ・三 に一時間四十八分を加算す と二〇・二四となり、これが次 宵五ツとなり、以下同様に 時間四十八分を加算してゆけばよい。　
ただし、右にも述べたように子の中刻が夜九ツに当 と同様、
明六ツは卯の中刻に該当する。すると卯の刻は七ツ半に始まり、六ツ半に終わることになるので、 ここで「半刻」の単位を導入すると、昼夜それぞれの時間 分割数は二倍 二 なる。昼 の時間である十三時間十二分を十二等 す と、六六分が半刻の時間に相当する。 そこで明六ツ五・二四の六六分後の ・三〇が明 ツ半となって、卯の刻の終り＝辰の刻の始まりと る。 に更に半刻の六 を加えると辰 中刻 朝五 となり、先程と同様七・三六になる。　
また半刻から半刻までの一刻が一時辰に相当するので、昼の一刻








刻である。この二つは言わば夜と昼の境界に位置するため、昼の一刻・一時辰、夜の一刻・一時辰と同様には考えられなくなる。図１からも見て取れ ように、卯の刻と酉の刻は、夜の半刻と昼の半刻とを併せ持つことになり、 時辰 長さも昼夜一時辰 いずれとも異なってくる。　
また図１で、暁七ツは寅の刻のちょうど中央、朝五 は辰の刻
中央に位置しており、昼・夜の一時辰 場合、その中央に「半」ではないキリのいい刻限が位置することになる。しかし六ツ時は必ずしもそうはならな 。図１の場合では明六ツは暁七ツ半の方の 側に寄っており、暮六ツも同様に暮六ツ半の夜側の方に寄っている。これは表２②の場合（不定時法では）昼の時間よりも夜 間 方が短いことにより、当然夜の一刻・半刻も短くなっているからである。　
表２②に比べて、昼よりも更に夜が短い③の夏至の場合を見てみ































































































































が表２の②で示した一種の理想状態としての春分あるいは秋分について、 形式で現代の時刻に換算した結果を示している。 まり日の出が六・〇〇、日没が一八・〇〇と仮定して、不定時法での各刻限を計算している。これを見ると本稿の計 結果（表２②）と一致している。　
夏至の場合・冬至の場合は、早 論文では、夏至の日の






















示された緯度と経度を記載した。 「推定時間」 とあるのが、 本稿の 「二」で説明した方法により不定時法を現代の時刻制に換算したものである。また表３・表５のみに存在する項目「早乙女論文推定時間」は、早乙女氏の「 『曽良旅日記』の時刻」に記載されている、同じ箇所について推定している時刻である。　
本稿と早乙女論文とで推定時間が微妙に異なっている理由は、計
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の項目は、日の出かそれよ 前に該当するかどうかを示したものである。なお上刻・中刻・下刻による時間の表し方だと時間に幅が生じるので、その中の早い時刻だと考えた場合と日の出時刻との比較になってい 例えば三月二十四日（陽暦五月十七 ） 、出発したのは辰の上刻だが これは現在の五・一三～六・〇四になる。その時間の早い方、つまり五・一三と の時 四・三三とを比較している。つまり「なるべく早く出たように解釈する」ことになる。　
これを見ると、 「日の出前」 の項目に印が付いている箇所を見 も
日の出と同じ時刻であり、それよりも早い時刻は無い。つま 元禄二年の旅立ちは概して遅い出立で ったと言えるのではないだろうか。　
次に元禄四年について見てみる。辰の刻や巳の刻もあるが、元禄











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































つまり一日の行動時間が長いのではないかという結果が出た。そこで更に同日に出発と到着との両方 記述が揃って る場合、つまり何時に出発して何時に着いたのか、曽良の一日の行動時間の長さが明確に分る場合について考えてみる。これについてまとめたのが表７・表８であ 。　
しかし発着の両方が揃って記述してある日数は、発着それぞれの
時刻が記してある日数より更に少ない。元禄二年の場合に 一五六日間のうち二十四日、元禄四年の場合には一三九日 うち二十二日であり、それぞれともに約十五％となる。決して多い数とは言えないが、旅の実際の一斑を知る手掛りとして考え みた 。　
まず表７・表８の項目について説明する。今回はまず一日の行動














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































四年の方 行動時間が長いのだから当然とも言える。しかし移動距離が長ければより時間が掛るとは言えるが、行動時間が長い らと言って必ずしも移動距離も長くなるとは限 ない。つまり曽良は行動時間が長くなっている分、 「きちんと」それだけ実際に多く行動していることになる。　
元禄二年と四年における行動時間と距離の違いは、あくまでも想
像の域を出な が、芭蕉との二人旅であった元禄二年と、一人旅であった元禄四年と う旅の違いが原因になっているのかもしれない。そうすると元禄二年の旅の方が、時間と に余裕のある旅であったようにも思われる。　
次に移動速度を算出してみる。表７・表８に示したように、元禄








も距離も、 やや無理があるのではないかと思われ ほどに費やして、多くを見て回っているからとも考えられる。表７・表８の下方に示したのが、表の日付と同日に見て回っていると思われる寺社史跡の類である。 （なお？を付けてあるのは、実際に見たの 通っただけなのか今一つ分りづらい所である。 ）これも単純 記載されている数が多い ら時間が掛るとは一概には言えない。各所が近くにまとまっているか離れているかで、見物に費 す時間に違いがあることも経験的に分りやすいことだろう 思う。そ でも を見ると、やはり大 かな傾向として、元禄二年よりは元禄四年の方 多くの箇所を回っているように思われ　
尤も更に、見て回る場所の多寡という点に関して言うならば、そ

















曽良がど ように て刻限を知ったのかについては依然詳細は不明な点があるが、旅の道具として紙縒を用いた日時計が当時から存在していたという。しか 曽良は天候が悪 場合でも「何々の
刻雨止」のように刻限を記している場合があり、この場合には日時計を用いた可能性は無くなる。また曽良が旅した元禄時代は全国的に鐘が普及した時代でもあり、天候が悪い場合でも鐘の音で時刻を知った可能性はある。ただ当時かなりの辺鄙と思われる地でも刻限表記を記して る場合があり疑問も残るという。 『時計の社会史』 （角山栄、中公新書、一九八四・一）五七～八七ページ「奥の細道の時計」参照。
（三）
	







































早乙女常太郞、 「 『曽良旅日記』の 刻」 （ 「俳文藝」 、第二三号、俳文藝研究会、一九八四・六） 、 「 『おくのほそ道』の不定時法時刻」（ 「俳文藝」第二五号、俳文藝研究会、一九八五・六） 。
（十一）
	 既述のとおり明六ツは日の出の三十六分前 暮六ツは日の入りの三十六分後であるが、これは現在 「夜明け」 「日暮れ」に相当するとされており、太陽の中心の角度のマイナス七度二十一分四十秒に当る。こ 時間は別に「薄明」とも呼ばれており、詳細には太陽の角度がマイナス五〇分～六度の「常用薄明」 （ 市民薄明」とも）にほぼ該当する。日の出直前また 日没直後の約三十分（季節 より変動する）であり、周囲の様子がわかる明るさとされる。
（十二）
	 ただし「早朝」が何時頃な かについ は問題がある。ひとまず卯の上刻としたが、これについては本稿の恣意性が入っていることを断っておく。 「朝」とあるのは日の出以降とした。
（十三）
	 到着に関する時間表記では 曽良が度々用いる「暮ニ及テ」や「暮テ」が問題にな 。やはり恣意性 入ってしまうが、 ひ まず「暮ニ及 は酉の上刻～暮六ツ、 暮テ は暮六ツから酉の下刻とした。なお「夕方」は夕七ツ半、 「夜」は酉の下刻以降とした。
（十四）
	 ただ 元禄二年でも八月九日（九月二十二日）に「色濱ヘ趣。海上四リ。戌刻、出船 という記述はある。
（十五）
	 距離については標高と同様ルートラボのページによっている。また経路については以下の書籍等を参考にした。丸山一彦監修、 『下野のおくのほそ道』 、栃木県文化協会（一九七七・三）安藤典子編、 『奥の細道を旅する』 、 日本交通公社（一九九六・一〇）金森敦子、 『カラー版芭蕉 「おくのほそ道」 の旅』 、 角川書店
one
テー
マ２１（二〇〇四・ ）萩原恭男監修、 『図説地図とあらすじで読むお 道』 、青春出版社（二〇〇六・一〇）
（十六）
	 なお船での移動を含む場合については除外して る。元禄二年では三月二十七日に深川から千住まで、五月九日 塩竃から松島まで船に乗っているが、時速一、 キロ程度である。この速度を和船の速度として遅 と言って妥当かどうか不明 が 元禄四年四月十二日 は最も遅く移動した場合でも時速七キロ、最も早く移動したと考えると時速二一キロで移動しており、この時には熊野本宮から熊野新宮まで、曽良も「出船」と記しているように船で川下りをした為に かったと考えられる。
─ 156 ─
The Survey of the time and the moving distance esp. 
about the arrival and departure in Travel Diary 






who	wrote	 the	 simple	but	detaild	diary	 called	 as	 like	Sora's	Travel	Diary	or	Sora's	
Attendant	Diary	etc.	 	And	after	 two	years,	 in	1691	Sora	also	wrote	the	another	travel	
diary	that	he	traveled	alone	around	Kinki	region,	which	is	called	as	like	Diary	of	Toured	
in	Kinki	etc.
　Sora	often	wrote	 the	 time	of	 the	arrival	and	 the	departure	 in	 form	of	 the	Japanese	
classical	timetabel	method.		This	paper	converts	the	time	in	form	of	the	old	style	into	the	
present	method	of	time.		By	this	method	this	paper	shows	the	Sora's	correct	action	time	
and	moving	distance.		And	by	the	comparison	the	of	time	in	1689	between	that	in	1691,	
this	paper	is	intended	to	show	the	difference	of	the	fact	in	the	both	travels.			
